
業績速報値 説明会

－注意事項－
本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見通し、期待、
判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に
対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素
を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来
的予測に基づく記載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義務を負いません。ま
た、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、
実体的に異なる場合があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素や
リスクについては当社の継続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。

※本資料は、当社が2025年7月24日に公表した「2026年3月期 第1四半期 業績速報値 説明会」と題する資料について、同年11月14日
に公表した2026年３月期第１四半期決算短信記載の同第1四半期における修正後発事象等を反映して更新したものであり、2025年7月
24日公表時点において開示した各数値から変動が生じております。また、本資料の数値は、現在継続して行っている第三者委員会による調査
及びその他の社内調査等による連結財務諸表への影響は考慮しておらず、調査の結果を受けて修正される可能性があります。



連結業績

製品グループ別、四半期業績推移
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2025年度1Qの前年同期比増減分析
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2025年度1Q(3か月)の直前四半期比増減分析
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フリーキャッシュフロー
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《四半期別》 《累計》
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当社HDDモータの製品ミックス改善

高単価・高付加価値のニアライン用途の比率が上昇し、金額ベースでは8割超を占有
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水冷モジュール:In-Row型CDUの本格導入に向けた試験運転を開始

AIの普及と共に国内でもデータセンターの建設計画が増加、従前の空冷から液冷の採用へ



M&A:スクロールコンプレッサーメーカー、中国Xecom社の持分取得完了

エンブラコのレシプロ式に加え、シェコムのスクロール式取得に伴い空調及びヒートポンプ市場の新規分野へ参入

Nidec Scroll Technology (Changzhou) Co., Ltd.
( ) Changzhou Xecom Energy Technologies Co., Ltd. 
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中期経営計画（目標・方針） 【再掲】

事業再編・拠点統合・人員削減など収益構造の抜本的転換を図り利益率の改善を実現する

•
•

•
•

•
•

Conversion

高収益構造へ「転換」（進捗報告）:変動費1,000億円規模の体質改善

変動費1,000億円の体質改善には、まず不採算事業やノンコア事業の見直しから着手を開始

Conversion2027 





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MOENのエナジー分野（高収益群）はオルタネーターを筆頭に需要が逼迫

高成⾧・高収益のエナジー分野がMOEN成⾧の牽引役となり全社の製品ミックス改善に寄与

MANKATO
(USA)

MANKATO
(USA)

LEXINGTON
(USA)

LEXINGTON
(USA)REYNOSA

(Mexico)
REYNOSA
(Mexico)

Kishida on the Move in USA

事業5本柱（進捗報告）:CTO組織の仕組み化が進展

事業5本柱毎にCTO機能を集約、共通する技術課題の共有と解決を図る活動を始動

Michael BriggsValter Taranzano

Benoit VincentClaudio de Pellegrini







グローバル本社の体制強化

最高法務責任者（CLO）、法務コンプライアンス部担当役員に村上和也氏が就任

Before After 25/7/1



業績推移・
製品グループ別状況

業績推移・
製品グループ別状況

補足資料

小型ブラシレスモータ、ファンモータ、
振動モータ、小型ブラシ付モータ、
モータ応用製品、水冷モジュール

18.7%
(18.3%)

4.0%
(3.6%) 14.6%

（14.7%)

10.9%
(11.6%)

3.3%
(3.4%)

HDDモータ

オルゴール、サービス

家電・商業・産業用家電・商業・産業用

機器装置機器装置

電子・光学部品電子・光学部品

その他その他 (   )内のパーセントは昨年度の構成比率

精密小型モータ精密小型モータ

スイッチ、センサ、レンズユニット、カメラシャッター

産業用ロボット、カードリーダ、検査装置、
プレス機器、変減速機、工作機械

26.0%
(25.6%)

41.0%
(41.0%)

6,380
億円

車載車載

その他小型モータ

トラクションモータシステム、車載用モータ
（電動パワステ用モータ、電動ブレーキ
用モータ等）、自動車部品（電動オイル
ポンプ、電動ウォーターポンプ、コントロー
ルバルブ等）

家電・商業・産業用モータ（エアコン用モータ、
洗濯機用モータ、乾燥機用モータ等）、家電・
商業・産業用関連製品（冷蔵庫用コンプレッ
サー、発電機、バッテリーエネルギー貯蔵システ
ム等）

0.2%
(0.1%)

FY25/1Q 製品グループ別売上構成



精密小型モータ:サブセグメント別業績の内訳と推移

IT関連需要はスローながらも、生成AIやデータセンター関連で新ビジネスの萌芽
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精密小型モータ:四半期別業績推移

中期成⾧を見据えた種蒔きと事業ポートフォリオの転換を強力に推進



CASE革命による旺盛な電動化需要を待ち伏せし世界No.1の車載システム企業を目指す

車載:モータから周辺部品まで幅広く取り揃え
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車載:四半期別業績推移

FY23の構造改革を経て、収益構造の改善・強化に向けた基盤整備を実行

*

*



新ACIMとMOENが成⾧を牽引、収益性も2桁盤石の段階から今後は15%達成を目指す

家電・商業・産業用:サブセグメント別業績の内訳と推移
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グローバル家電市場は未だ調整局面も、さらなるオペレーション強化で収益改善に注力

家電・商業・産業用:新ACIM内訳と業績推移
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産業及びインフラ関連需要は引き続き堅調。着実な収益改善を目指す

家電・商業・産業用:MOEN事業の内訳と業績推移
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家電・商業・産業用:四半期別業績推移

（売上高:百万円） （営業利益:百万円） （営業利益率:%）

＜家電・商業・産業用＞ ＜内、海外子会社群＞

発電機やクリーンエネルギー市場の追い風を受け、収益性改善が進展



その他製品グループ:セグメント別業績の内訳と推移

FY23より機械事業本部が始動（減速機・プレス機・工作機械）、機器装置の高成⾧を牽引
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その他の製品グループ:四半期別業績推移

製品ラインナップの拡充やクロスセルによるシナジー効果を追求、更なる収益性改善を狙う

（営業利益率:%）（売上高:百万円）
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四半期別の業績推移（売上高・営業利益）

FY23の構造改革を経て、さらなる収益体質の改善へ
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連結業績ハイライト
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9.9%63,18915.0%95,843

21.0%133,90621.0%134,059

16.2%103,18613.3%84,766

19.6%124,74422.7%144,624

23.4%150,05024.2%154,249

9.9%62,9513.8%24,485

100.0%638,026100.0%638,026

地域別・所在地別売上高


